






「此ノ能、仕にくき事、古へより名人上手も申されし」 （ 『隣忠秘抄』 ）と言われる謡曲『当
たえま
麻』 （世阿弥作）は、演者にとって至難の











































上天する〔中入〕 。やがて「所の者」 （アイ）が登場し、僧に曼荼羅のいわれを話す。姫は「継母の計らひ」で 雲
ひばり
雀山に捨てられ」た











































聖徳太子の弟、麻呂子親王が推古天皇二十年（六一二）に河内に建立した萬法蔵院を 七〇年ほど後の天武十年（六八一） 、孫の当麻国見が移したもので、弥勒菩薩 本尊とした。この地の豪族 当麻氏の氏寺だったが、本堂に祀られた「観無量寿経浄土変相図」いわゆる蓮糸で織られ という「當麻曼荼羅」 （国宝。調査で 絹糸の綴れ織りと判明）は、平安期より信仰を集め、現在では当麻寺の本尊となっている。その後 治承四年（一一八〇）の平家南都攻略堂宇も消失したが、源頼朝の寄進で再興された。その背景に 、浄土教徒の篤い力が大きく働いたようで 現在の当 寺も、真言宗五院と、浄土宗二院の塔頭の輪番で維持管理されている。
現在、五月十四日の午後四時から二九歳で往生したと伝える中将
姫の様子を再現した国指定無形民俗文化財「当麻のお練」 「当麻
んぞ」 「二十五菩薩来迎会」の練供養式が行われている（以前は旧暦三月十四日） 。一〇〇五年に恵心僧都源信 始めてから、今年で一〇〇九回目（広報『かつらぎ』二〇一三・六）だという。すなわち、天童（稚児）を先頭に、二十二菩薩が介添えに手を引か 、極楽界に見立てた本堂（曼荼羅堂）か 娑婆堂（人間界）へと来迎橋（特設の橋。高さ一メートル、幅一．五メートル、距離約一二〇メートル）を練り渡る。続いて観世音菩薩が、勢至菩薩・普賢菩薩（以上で二十五菩薩）とともに空の蓮台を捧げて娑婆堂に渡り、中将姫（阿弥陀如来の化身）の小像をその蓮台 乗せ、諸 （講員は世襲） ・僧侶を従えて本堂（極楽界）に戻っていく。約一時間の行事が終わるその頃、二上山の間の鞍部（たわ）に夕陽 沈んでいく。 「れんぞ」 （レンドとも）とは、諺に《レンゾの餅が苦い》とうように、この日を境に田植えの苦しい労働が始まる、そ 前の野良仕事の「休み日」のことである。会式の二十五菩薩に扮することのできるのは、菩薩講（現在二〇組二百軒 講員 男性でもあから、その語源 練道」であろう。
奈良市ならまちには「中将姫誕生地」あるいは「その墓」と伝え
る寺が散見する。誕生寺（三棟町） ・高林寺（井上町） ・徳融寺 鳴川町）などである。また当麻寺付近の石
せきこう
光寺（染寺とも。当麻町染








鎌倉時代、后宮の大和社寺巡礼に同行した興福寺僧、実叡の『建久御巡礼記』 （一一九二）である。横佩大納言の娘が願立てしたところ、一化人が現れ 蓮糸で浄土変相を一夜にして織り上げて去っこと、娘はこれに向かって祈り続け、極楽往生を遂げたことが当麻寺僧によって語ら たことを記す。この《蓮糸織成説話》が、最も素朴な姿であ たようである。
やがて九条家本『当麻寺流記』 （一二三一）に至ると、より詳細



















と図ったが、これも命じられた武士の情けで助けられ、そのまま山中に暮らし こと、豊成が狩りに来て再会、連れ戻すこと 弟死去のこと、姫、当麻寺に出家のことが語られ 。
中世浄土教は、当麻曼荼羅を介した絵解きによる念仏唱導を行っ





と仏による救済」を、発願者 将 に重ね合わせ いという絵解き唱道者僧の意図があったものとも思われる。
冒頭の謡曲『当麻』にも、この継子譚が取り入れられている。さ










































































































































































































櫻井満は、 『薬師寺縁起』 （ 『続群書類従』巻第四三五、一九八四



























（五七二～五八四） 、その母であり欽明天皇（五三九～五七一）皇后の石姫皇女の前方後円墳を初めとして、用明天皇（五八五～五八六） 、聖徳太子（五七四～六二二） 、推古天皇（五九二～六八二） 、












（五八五）八月であろう。天皇の葬送に際し、大臣蘇我宿禰馬子、物部弓削大連守屋が「誄を奉る」とある。仏教排他の態度をとった物部氏も参加しているので、おそらく仏教以前 古来伝統的 「誄」だったのではなかろうか。その後、大化改新（六四五）以降も、誄の記録はない。次に見えるのは、天武天皇（六七二～ 八六 の殯もがりのみや
宮
（六八六年九・十一）である。実に四十一年ぶりの復活であ






































































































































































と阿古屋姫は、その出自を同じくするという奇妙な一致をみせているのである。ある夜、阿古屋姫が琴を演奏していると、美青年が現れ、柴垣越しに笛を合わせる。青年は名取左衛門太郎と名乗ったが、実は千歳山の老松の精であった 折しも名取川の洪水で橋が流され、この老松が用材として切られることになる。ところが、切っても翌日にはまた切り口がふさがってい 。そこで占う 、切り屑を焼きつつ切ると良い、 いう託宣で やっと切り倒すことができたが、今度は動かない。そこ 慰めの詞 かけながら（｢ 囁き峠
｣
の地名由来）引き綱を手にすると、今度はスルスルと動


























































































































近藤雅尚「中将姫伝説」 （ 『日本神話・伝説総覧 一九九三 新人
物往来社。
　
注５
　
岩下
　
均「歴史と風土」 『万葉集の民俗学』櫻井満監修、所収、一
九九三・桜楓
注６
　
折口信夫「七夕祭りの話」では、 「二上山の麓に神聖な女性が神に
仕へて居たと謂ふ考へ」が古くあったか、と論じている（ 『全集』十五巻所収） 。
注７
　
櫻井満「万葉集の名義と成立」 『現代語訳対照万葉集』上巻・一九
七四・旺文社。
注８
　
櫻井満『万葉集の風土』一九七七・講談社現代新書。
注９
　
河上邦彦「石光寺の歴史的位置付け」 『当麻石光寺と弥勒仏概報
一九九二・吉川弘文館。
注
10　
田中日佐夫『二上山』一九六七・学生社。
注
11　
折口信夫（釈迢空）の小説『死者の書』は一九三九年一月～三月
『日本評論』連載。改訂版が一九四三年九月青磁社刊。さらに一九四七年七月角川書店刊。一九五五年六月『折口信夫全集』中央公論社所収、一九七四年五月中公文庫刊。一九九九年六月新版刊。新版で川本喜八郎は、それまでの「最高」の評価を「無比」に、すなわち「明治以降の日本近代小説の無比の成果」と評した。
注
12　『八雲』三、一九四四・七『全集』二七巻所収。
注
13　
岩下
　
均「中将の旅─藤原実方の場合─」 『目白学園女子短期大学
研究紀要』第二十三号・一九八六。
注
14　
角川源義『語り物文芸の発生』一九七五・東京堂。
注
15　
伊藤正義校注『新潮日本古典集成
　
謡曲集
　
中』一九八六・新潮
社。
注
16　
元目白大学教授、海老沢成享から、山形県東 川郡櫛引町黒川の
『黒川能狂言百番』にも「当麻」が重要な位置を占めていることを貴重資料とともに示された。筆者も、かつて山形県熊野神社学術調査（古典と民俗学叢書Ⅱ『宮内熊野の獅子祭り』一九七八・白帝社）で「熊野の獅子頭」を考察したが、東北には「廻国した熊野修験」の関与の徴証が様々に確かめられるのである。
（平成
26年
11月４日受理）
